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はじめに 
 本書の内容は、性能・機能の向上などにより将来予告なしに変更することがあります。 
 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。 
 本書の利用は、お客さまの責任において行われるものとします。 
 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきのことがありましたら、お手数ですが、当社営業・

代理店または、下記の CS センターまでご連絡ください。 
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Information 
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■概要 
UT55AとGateMODBUS／DAQLOGGERが入ったパソコン（OSがWindows XP または、 Windows 7）と1対1にて通信さ

せる場合の設定方法です。設定内容の詳細については、各ユーザーズマニュアルをご参照ください。 
■設定項目 

1. UT55Aとパソコンを接続します。 
2. パソコンのIPアドレスを設定します。 
3. UT55AのIPアドレスを設定します。 
4. GateMODBUSを設定します。 
5. DAQLOGGERを設定します。 
 

■設定手順 
設定項目 1  UT55Aと GateMODBUS／DAQLOGGERが入ったパソコンを 1対 1で接続します。 

• クロスタイプのイーサネット用ケーブルで接続します。ハブを使用するときは、ストレートタイプを

使用します。 
 

＜Windows XP の場合＞ 

設定項目２ パソコンのIPアドレスを設定します。 

1. Windowsのデスクトップ上にある 『マイネットワーク』のアイコンを右クリックし、『プロパティ』

をクリックしてください。（本手順は、WindowsXPです。WindowsOSに沿って操作ください。） 
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2. 『ネットワーク接続』のウインドウが表示されます。ウインドウ内の『ローカルエリア接続』を右

クリックして『プロパティ』をクリックしてください。

 

 

 

3. 『ローカルエリア接続のプロパティ』ウインドウが表示されますので、『インターネットプロトコ

ル（ＴＣＰ/ＩＰ）』を選択し、『プロパティ（Ｒ）』をクリックします。 
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4. 『インターネットプロトコル（TCP/IP）のプロパティ』ウインドウが表示されます。 

 

 

『次の IPアドレスを使う』を選択し、「IPアドレス」、「サブネットマスク」、を下記のように設

定し、「OK」をクリックします。 IPアドレスを 192.168.0.10 とした例です。「IPアドレス」

192.168.0.10 「サブネットマスク」 255.255.255.0 

 

5. ローカルエリア接続のプロパティ」を「OK」をクリックします。以上でパソコン側の設定は完了で

す。 

 

＜Windows ７の場合＞ 

2.  コントロールパネルの『ネットワークと共有センター』をクリックしてください。 

3.  『ネットワーク接続』のウインドウが表示されます。ウインドウ内の『ローカルエリア接続』を左クリックして表示さ 

れる『ローカルエリア接続の状態』の プロパティ をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.  『ローカルエリア接続のプロパティ』ウインドウが表示されますので、『インターネットプロトコルバージョン 4（ＴＣ 

Ｐ/ＩＰV4）』を選択し、『プロパティ（Ｒ）』をクリックします。 
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5.  『インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPV4）のプロパティ』ウインドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例として IP アドレス 192.168.0.10 とした例。 

次の IP アドレスを使う』を選択し、「IP アドレス」、「サブネットマスク」、を下記のように設定し、「OK」をクリックし 

ます。「IPアドレス」 192.168.0.10 「サブネットマスク」 255.255.255.0 

 

6. 入力内容を確認後、 「OK」をクリックします。 これでパソコン側の設定は完了です。 

 
設定項目３ UT55AのIPアドレスを設定します。IPアドレスを 192.168.0.20 とした例です。 

1. IP『IP アドレス』を 192.168.0.20 『サブネットマスク』を 255.255.255.0 『デフォルトゲート

ウェイ』を 0.0.0.0 『ポート番号』を 502と設定してください。 

2. その他制御に必要な設定なども行ってから以下に示す GateMODBUSの設定へ進んでください。 
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3. UT55Aの IP アドレスなどの設定方法は、「UTAdvanced シリーズ通信インタフェースユーザーズマニュ

アル IM 05P07A01-01JA」 をご参照ください。 

 

設定項目４ GateMODBUSの設定を行います。設定方法詳細は、「GateMODBUS ユーザーズマニュアル IM 

WX1-05」をご参照ください。まずGateMODBUSと接続するUT55Aの登録を行います。 
＜環境設定 画面＞ 

 
1. 環境設定 画面の“1”をクリックして「Ether1」を設定し、 “2”をクリックして表示されるウイン

ドウの「IP アドレスまたはホスト名」に 192.168.0.20「ポート番号」に 502と設定し「OK」を押し

てください。 

 
 

2. 登録した UT55Aから必要なデータを GateMODBUS側に取り込む設定を行います。UT55Aから PV・SP・

OUT の３つを取得する場合の例です。。事前に「UTAdvanced シリーズ通信インタフェースユーザーズ

マニュアル IM 05P07A01-01JA」で、PV・SP・OUTそれぞれの MODBUSレジスタ番号とデータタイプを

調べておきます。 

UT55Aの PV のレジスタ番号は 42003番、SPは 42004番、OUTは 42005番でデータタイプは INT16で

す。 
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3. タグ設定の“１”から“５”までをそれぞれ下記のように設定します。 

１について 

PV・SP・OUT の３つのデータを取り込むため、TAG01・TAG02・TAG03をチェックします。 

２について 

ポートを Ether1に設定します。 

３について 

ファンクションを 03 に設定します。 

４について 

TAG01に PV データを割り付けるため、レジスタ番号は 42003番に設定します。 

TAG02に SP データを割り付けるため、レジスタ番号は 42004番に設定します。 

TAG03に OUT データを割り付けるため、レジスタ番号は 42005番に設定します。 

５について 

データタイプは INT16 に設定します。 
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4. 設定した内容で UT55A と通信してそれぞれのデータが取得できるかどうかテストします。 

 
 

• メニューの「テスト」→「ループバックテスト」を選択します。 

• 下記のループバックテストウインドウが開きます。 

• 「アドレス」の Ether1:1をクリックし、「実行」をクリックして「ステータス」に「OK」が表示され

ることを確認します。「閉じる」を押すとループバックテストを終了します。 

• ここで OKと返らない場合は、UT55Aと通信できていません。IPアドレスやケーブルなどを確認して

ください。 

           

（テスト実行前）             （テスト実行後） 
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• メニューの「テスト」→「テスト実行」を選択します。 

• 下記のテスト実行ウインドウが開きます。 

• Shiftキーを押しながら TAG01と TAG02と TAG03をクリックし、複数選択します。 

• 「実行」をクリックし、それぞれの値に数値が入ることを確認します。 

          

（テスト実行前）             （テスト実行後） 
 
 
5. GateMODBUSを収集開始にします。 

 
「実行／状態」画面を表示し、丸で囲った「実行」ボタンををクリックします。 

通信切断アドレスで、緑色のランプが点灯することを確認します。 

これで GateMODBUSの設定は終わりです。 
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設定項目５ DAQLOGGERの設定を行います。 

1. 設定方法詳細は、ユーザーズマニュアル「DAQLOGGER･DAQLOGGERクライアントパッケージ ユーザー

ズマニュアル IM WX101-01」をご参照ください。 

 

2. マネージャで表示されるウインドウの一番右の「ENVI」アイコンをクリックします。

 

 

上図の“１”をクリックして「Gate」を設定し、“２”をクリックして「Ethernet」を設定します。

“３”をクリックし、表示される下記ウインドウの「IPアドレスまたはホスト名」に localhostと

設定し、「ポート番号」の「指定」にチェックを入れ、50293 と設定し、「OK」を押してください。 
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3. 登録したGateMODBUSをDAQLOGGERに認識させます。 

 

画面のように「番号」の下の「01」をクリックして選択し、メニューの「通信」をクリックして表示

される「自動機種判別」をクリックして実行します。 

 

上記メッセージが表示されれば、DAQLOGGERは GateMODBUSを正しく認識しています。 

ここで通信エラーなどが出る場合は、通信が出来ていません。 

ポート番号や GateMODBUSが収集開始しているかなどを確認してください。 

 

 

これで DAQLOGGERは GateMODBUS を介して UT55A通信できるようになりました。 

この後は、DAQLOGGERの各種設定になります。 

各種設定の方法につきましては、設定方法詳細は、ユーザーズマニュアル「DAQLOGGER･DAQLOGGERクライ

アントパッケージ ユーザーズマニュアル IM WX101-01」をご参照ください。 
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